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発行所 戸多地区まちづくり委員会 発行人 根本泰之 令和8年 3月 2日
~ 第41号 ―

「このすばらしい戸多をいつまでも lll」 の開催理念のもと
「第 9回 戸多まつり」が11月 2日 (日 )に盛大に開催されました。
7月の第 1回実行委員会から根本委員長を中心に役割分担を

確認し、事務局、実行委員が一体となつて、昨年度の反省点や

実行委員会での意見を元に、入念に準備を進めてまいりました。

昨年とは異なり天気にも恵まれ、開催日前日より、実行委員、

地域の役員の皆様のこ協力により、開催準備も整い、無事に定

亥|」から開催することができました。

各自治会担当の食べ物エリアでは、各地区の輪番制で食べ物

の担当 |よ分かれますが、各地区とも、人員確保や事前準備等矢□

恵を絞っていただいたおかげで、模擬店前にたくさんのお客様

の行列ができるなど大盛況でした。

また、体育館では、2025年 「書道パフォーマンス甲子園」で

優勝 文部科学大臣賞を受賞した水戸葵陵高校書道部による、
戦後80年を迎える日本の未来を担う高校生が思いを込めた 「い

のちの尊厳」をテーマとした書道パフォーマンスは、書道に青

春をかける高校生たちの全身全霊をかけた演技に、見ている我々

も溢れる元気をもらいました。

そのほか、ジンギスカン踊りやミニコンサー ト、地域の方々

の作品展示やお年寄りや小さな子供たちが参力□できる玉手箱拾

い等、子供からお年寄りまで参力□できる催し物が行われ、最後

を締めくくる<抽選会 >では、会場全体が期待と熱気にあふれ、

当たつた人も外れた人もそれぞれ大いに盛り上がりました。

会場では「久しぶ

りだね」と旧交を温

める方などもおり、

開催理念同様「戸多

まつ り」がいつま

でも継続できるよう

願つております。 バザー 憩いの場

事業計画案  令不□8年 4月から7月の事業計画

食べ物コーナー

書道パフォーマンス

バン食い競争

ジンギスカン踊り
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まちづくり委員会総会 4月 26日

体育部会 ニュースポーツ春季大会 6月 21日

日程 |よ総会により決定します〉福祉・生涯学習部会 寄せ植え講座 (第 1回 ) 6月 頃

体育部会 八イキング 7月 頃
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集合中の参加者        オーバルボール          ボッチャ

ニュースポーツ秋季大会を戸多体育館で開催しました。競技種目は力□一リング、

ボッチャ、オーバルボールの 3種日です。地区対抗での実施であることから、競技
がはじまると選手はゲームに集中し、応援も大きな声での声援で体育館いつぱいが

熱気に包まれ楽しい時間を過こしました。参カロ者は、他地区の顔見矢□りと近況を話

してお互い元気であることを確かめる良い機会にもなりました。           力□一リング

競技結果は、力□―リング優勝若宮、準優勝中谷原、ボッチヤ優勝中谷原、準優勝立石、オーバルボー

ル優勝大内、準優勝若宮、総合優勝は中谷原でした。

‡鶉鸞曖笏蝙魃 《蝙隧貯ゃ攀餃瞼》曇《脩鶯 eh隧了躙餞饉》 翁種7年 12月 5圏

12月 に入るとクリスマスのメロディが流れてきます。寄せ植え講座も花と花木を組み合わせてのクリ

スマス飾りです。講師の指導のもと、受講生ひとリー人が丹念に飾り付け、それぞれが気に入つた作品

ができました。作品を挟んで参カロ者全員で集合写真を撮りました。

講座受講の生徒から、寄せ植えは潤いが得られ、時間を忘れて熱中することから気持ちが良いとの声

もあり、また、作品には各人の個性が生かされて植物の矢□識が増え、何より、できあがつた作品を先生

は必ず褒めてくれて気持ち良く家に帰れます、との感想をいただきました。

16名の参力□を得てそば打ち体験教室を交流センター 2階の調理室で開催しました。 |よ じめに講師の先

生によるそば打ちの手順を見学し、その後各個人によるそば打ちを行いました。

参力□人数が多かつたことから、先行してそば打ちを行つた人と、その後にそば打ちとなつた方がいます。

そばは先生と同じようにはできませんでしたが、楽しいひとときになりました。

講師が打つたそばを沸騰した鍋で苑であげ、各自のそばは持ち帰つて自宅で味わいました。
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凧作りを12月 7日 に実施し、早速交流センターグラウンドで凧あ

げをしました。風が弱く余りあがりませんでしたが子供たちはグラ

ウンドを走り回り、親や主催者はたくさん元気をもらいました。

翌年 1月 4日 には凧あげ大会を那珂西 リバーサイ ドパークで実施

しました。この日も天気は良かつたのですが、風が無く残念ながら

思うように飛んでくれません。それでも子供たち |よ元気いつIJ:い に

走ります。令不□8年度も凧作り・凧あげ大会を行うことを胸に刻ん

で解散しました。

福島白,可を訪ねました。先ず、八槻都々古別神社及び八槻家住宅を見学。その後、白河古蹟跡に立寄

りました。長く不明だつた白河関跡を松平定信の考証により跡地が確定されたとのことです。次いで小

峰城跡を見学、三重櫓は上まで上つて見学できました。その後、南 ,古月公園と南 ,古月神社を見学しました。

南 ,古月は松平定信により1801年築造され、士民が共に憩える 「士民共楽」の思想を掲げ、士民と楽しみ
を共にしたと言われています。最後に山本不動尊徳善院明王寺を訪ねました。階段が130段ある奥の院
の不動明王像を見学した方もいました。参カロ者は歴史に思いを馳せたことでしょう。
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戸多まつり前の準備としまして、毎年まつり1週間前に交流セ響、需
ンターグラウンド周辺除草作業を実施します。

今年も防犯部会を中心に他の部会の協力も得ましての実施でし
''‐
‐
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た。作業道具は、八ンマーナイフモア、刈払機、除草剤散布等、

身近な道具を総動員しての作業になりました。

おかげさまで、グラウンドは大変きれいになりました。作業に

参力□してくださいました皆様、お疲れ様でした。

この除草作業で感じることは、夏の暑さと適度の降雨で草の成長が早く、特にオヒシバがやつかいな

草のように思います。除草剤を選定し、濃度を濃くしたりして対応していますが完全には枯れてくれま

せん。よい矢□恵があれば、事務局に―報お願いします。
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常磐道側道クリーン作戦は、防犯部会を中心に青少年相談員

等の協力を得て実施しました。この活動は 8地区まちづくり委

員会と他の市の組織も係わつての作業です。戸多地区はエリア

3南側 (側道の半分)を担当し、国道349号線と常磐道側道交

差部から水郡線 (常陸太田線)交差部までが担当範囲です。参
力日された皆様大変お疲れ様でした。

クリーン作戦は効果が出ているのか、近年は以前に比べ可燃

ゴミ・不燃ゴミ共減少傾向にあり、ポイ捨てが少なくなつてい

るのかなと思われます。有りがたいことです。

一方、戸多地区内を振り返つてみると、バードラインと県道長沢水戸線を繋ぐ山林道においては、ま

だまだポイ捨てゴミが減りません。ポイ捨て者を見つけた場合は注意しましよう。

1月 11日気温10℃ の中、那珂

総合公園多目的広場において那珂

市消防出初め式が開催されました。

戸多地区消防団は第 7分団で

す。第 7分団は 1部 。2部 。3部

の 3つの組織で構成され、戸多地

区のみならず、隣接地区も活動工

リアとしての市民の安心 。安全の

ための防火活動を担っていただいています。また、那珂市の女性防火クラブ5団体の内の一つの下江戸

女性防火クラブも組織されており、地域の防火活動の一翼を担つています。

いずれも消防設備の維持・管理とともに訓練を行い、もしもの時の頼もしい存在になつています。
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埋もれた歴史が ヽ

あります。今回 lド:

戸多地区には 1

は大内館を紹介

します。現状は

近年開発によつ

てほぼ失われて 二.

いますが、右図

は大内館の縄張

図です。

〔出典 :

大内館縄張図

那珂市史 (地誌編 )〕
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この度、那珂第 2地区の主任児童

委員に任命されました。なにぶん初

めての経験ですので、分からないこ

とが多く、戸惑う日々です。

微力ではありますが、先輩民生委

員さん方のこ指導、こ協力をいただ

きながら、子供たち、地域の皆様のお役に立てる

よう頑張つていきたいと思つております。どうぞ

よろしくお願いいたします。
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編 集 後 記

今年度 1年に紹介しました記事はいかがでしたでしようか。戸多地区の各種活動はできるだけ皆様にお届

けできるよう集めて参りました。来年度もよい記事が発信できるよう広報委員全員で取り組みます。皆様の

地域に、「このことを戸多地区に住んでいる方に、戸多だよりを使つて矢□らせたい。」などの情報がありまし

たら、各地区の広報委員にお知らせ下さい。よろしくお願いいたします。
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